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カ
キ
ノ
ハ
グ
サ
と
の
出
会
い
は
、
鳳
来
寺
山
で

あ
る
。
２
０
０
５
年
、「
還
暦
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
自

分
な
り
の
基
準
で
新
日
本
百
名
山
を
選
定
し
、
そ

の
１
０
０
山
に
１
年
間
で
登
る
と
い
う
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
試
み
た
。
新
日
本
百
名
山
は
、
47
都
道
府
県

か
ら
１
山
づ
つ
選
び
、
山
好
き
だ
っ
た
ら
登
っ
て

お
く
べ
き
山
を
考
え
て
１
０
０
山
選
ん
だ
。
深
田

百
名
山
と
は
、
52
山
が
重
な
っ
て
い
る
。 

 

鳳
来
寺
山
は
、
愛
知
県
か
ら
選
ん
だ
「
ぼ
く
の

新
日
本
百
名
山
」。そ
の
ガ
イ
ド
記
事
に
あ
っ
た
の

が
、
カ
キ
ノ
ハ
グ
サ
。
そ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
も

な
い
花
だ
っ
た
。
山
野
草
の
図
鑑
に
は
、
ヒ
メ
ハ

ギ
科
ヒ
メ
ハ
ギ
属
と
あ
る
。
ヒ
メ
ハ
ギ
と
い
う
野

草
も
知
ら
な
か
っ
た
。
若
い
頃
、
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に

山
に
登
っ
て
い
て
、
花
を
覚
え
る
こ
と
を
し
な
か

っ
た
。「
中
高
年
と
女
性
の
た
め
の
山
の
遠
足
」を

始
め
た
ば
か
り
の
頃
、
花
の
名
前
を
聞
か
れ
て
も

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
い
つ
し
か
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ

イ
だ
の
ヨ
ツ
バ
シ
オ
ガ
マ
だ
の
、
一
般
的
な
花
の

名
前
は
頭
に
入
っ
た
が
、
カ
キ
ノ
ハ
グ
サ
は
入
っ

て
こ
な
か
っ
た
。 

 

２
０
０
５
年
６
月
３
日
、
鳳
来
寺
山
を
目
指
し

た
。
鳳
来
寺
本
堂
か
ら
奥
ノ
院
へ
の
山
道
に
入
っ

て
し
ば
ら
く
登
っ
た
辺
り
、
林
の
中
に
ひ
っ
そ
り

と
咲
い
て
い
る
カ
キ
ノ
ハ
グ
サ
を
発
見
。
「
自
生

環
境
…
山
地
の
や
や
乾
い
た
林
下
」
と
、
図
鑑
に

あ
る
通
り
で
あ
っ
た
。 

              

【
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】
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ 

 

サ
ト
イ
モ
科
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
属
の
多
年
草
。
北

海
道
、
本
州
、
朝
鮮
半
島
、
ア
ム
ー
ル
、
サ
ハ
リ

ン
ほ
か
、
に
分
布
す
る
と
花
図
鑑
に
あ
っ
た
。
九

州
に
は
な
い
よ
う
だ
。
花
の
形
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

で
あ
る
。
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
属
な
ん
だ
か
ら
、
当
然

と
言
え
ば
当
然
の
話
し
。
形
が
同
じ
で
色
違
い
と

い
う
と
、
パ
ッ
と
頭
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
ピ
ン

ク
の
カ
タ
ク
リ
と
黄
色
の
グ
レ
ー
シ
ャ
ー
リ
リ
ー

だ
。 

 

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
の
花
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
が
、

い
つ
ど
こ
の
山
で
あ
っ
た
か
は
記
憶
に
な
い
。
記

憶
に
残
っ
て
い
る
山
は
３
山
あ
る
。
１
つ
は
、
利

尻
岳
。
登
山
道
の
脇
に
ポ
ツ
ン
と
咲
い
て
い
る
様

が
、
マ
ブ
タ
に
残
っ
て
い
る
。
２
つ
め
は
、
人
形

山
。
か
っ
て
秘
境
と
謳
わ
れ
た
、
越
中
五
箇
山
の

上
に
あ
る
。「
ぼ
く
の
新
日
本
百
名
山
」、
富
山
県

か
ら
選
ん
だ
１
山
だ
。
人
形
山
の
登
山
道
で
も
、

道
端
に
ポ
ツ
ン
と
一
輪
咲
い
て
い
た
。
ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
と
違
っ
て
群
生
し
な
い
花
だ
と
ば
か
り
思
っ

て
い
た
ら
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
と
同
じ
よ
う
に
群
生

す
る
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ
に
、
小
倉
山
で
出
会
っ
た
。 

 

小
倉
山
は
塩
山
市
郊
外
に
あ
る
公
園
の
よ
う
な

山
で
あ
る
。
今
年
、
２
０
１
０
年
３
月
４
日
に
登

っ
て
き
た
。登
山
口
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
入
っ
た
ら
、

１
時
間
た
ら
ず
で
頂
上
だ
っ
た
。
初
め
て
見
た
時

は
不
気
味
な
花
の
色
だ
と
思
っ
た
が
、
見
慣
れ
て

き
た
ら
味
の
あ
る
色
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。 


